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栃
本親水公園整備　4151万円

8989億50005000万円万円8989億億50005000万円万円

防災・減災 すす む！防災・減災 すす む！
小中全校が耐震完了！ 避難所としての 活用も小中全校が耐震完了！ 避難所としての 活用も

事業費は24年度予算を　繰り越し事業費は24年度予算を　繰り越し

平成26年３月平成26年３月

西中学校 完成！西中学校 完成！

平成 25 年度一般会計予算

　

平
成

　

平
成
2525
年
第
１
回
定
例
議
会
は
、
平
成

年
第
１
回
定
例
議
会
は
、
平
成
2525
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
予
算
、
平
成

年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
予
算
、
平
成

2424
年
度
補
正
予
算
、
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
規
約
変
更
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
と
制
定
・

年
度
補
正
予
算
、
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
規
約
変
更
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正
と
制
定
・

廃
止
、
人
事
案
件
な
ど

廃
止
、
人
事
案
件
な
ど
3939
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は

　

一
般
質
問
に
は
1111
人
が
登
壇
し
、
町
当
局
と
真
剣
な
や
り
と
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

人
が
登
壇
し
、
町
当
局
と
真
剣
な
や
り
と
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

西中学校完成予想図西中学校完成予想図

住
宅

用
太

陽

光
発電設備設置補

助

　100
万

円
町

道
22

8号
線（

25
4バイパス迂回路）道路改良

工
事

 3000万
円

フ
ァ

ミ
リ

ー
サポート事業の拡充

　231
万

円

電気自動 入 66万円電気自動車の導入　66万円

１世帯当たり上限５万円の補助１世帯当たり上限５万円の補助

平成 25・26 年度予算で完了予定平成 25・26 年度予算で完了予定

拡張し、多目的広場を整備拡張し、多目的広場を整備

病児・病後児サポート事業を開始病児・病後児サポート事業を開始
公用車（４年リース）公用車（４年リース）

議
会
か
ら
の
要
望
を
取
り
入
れ
て

議
会
か
ら
の
要
望
を
取
り
入
れ
て

①
木
質
化

①
木
質
化    

長
期
間
使
用
し
て
い
く
上
で
の
耐
久
性
や

長
期
間
使
用
し
て
い
く
上
で
の
耐
久
性
や

安
全
性
、
さ
ら
に
保
守
管
理
の
容
易
さ
を

安
全
性
、
さ
ら
に
保
守
管
理
の
容
易
さ
を

考
慮
し
、
可
能
な
限
り
町
産
材
を
使
用
し
た
木
質
化
を
計
画
し
て

考
慮
し
、
可
能
な
限
り
町
産
材
を
使
用
し
た
木
質
化
を
計
画
し
て

い
ま
す
。︵
廊
下
・
壁
や
天
井
、
家
具
の
一
部
︶

い
ま
す
。︵
廊
下
・
壁
や
天
井
、
家
具
の
一
部
︶

②
防
災
機
能

②
防
災
機
能            
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
高
め
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
太
陽
光

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
太
陽
光

発
電
及
び
自
家
発
電
機
器
︵
持
込
︶
接
続
可
能
な
設
備
の
整
備
に
よ

発
電
及
び
自
家
発
電
機
器
︵
持
込
︶
接
続
可
能
な
設
備
の
整
備
に
よ

る
電
源
の
確
保
、
受
水
槽
貯
蔵
水
が
利
用
で
き
る
設
備
の
整
備
、

る
電
源
の
確
保
、
受
水
槽
貯
蔵
水
が
利
用
で
き
る
設
備
の
整
備
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
︵
持
込
︶
対
応
汚
水
桝
の
設
置
、
大
型
ガ
ス
貯

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
︵
持
込
︶
対
応
汚
水
桝
の
設
置
、
大
型
ガ
ス
貯

蔵
設
備
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

蔵
設
備
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

③
業
者
選
定

③
業
者
選
定      

業
者
選
定
は
、
技
術
・
資
本
力
の

業
者
選
定
は
、
技
術
・
資
本
力
の

高
い
業
者
︵
大
規
模
か
つ
高
度
な

高
い
業
者
︵
大
規
模
か
つ
高
度
な

技
術
を
要
す
る
工
事
で
あ
る
た
め
︶
と
、
町
内
も
し
く
は
比
企
圏

技
術
を
要
す
る
工
事
で
あ
る
た
め
︶
と
、
町
内
も
し
く
は
比
企
圏

内
の
業
者
︵
長
期
間
使
用
し
て
い
く
上
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に

内
の
業
者
︵
長
期
間
使
用
し
て
い
く
上
で
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
︶
に
よ
る
共
同
企
業
体
を
選
定
し
ま
す
。

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
︶
に
よ
る
共
同
企
業
体
を
選
定
し
ま
す
。

④
敷
地
利
用

④
敷
地
利
用    

現
管
理
棟
跡
地
に
つ
い
て
は
、
学

現
管
理
棟
跡
地
に
つ
い
て
は
、
学

校
関
係
者
向
け
の
駐
車
場
を
考
え

校
関
係
者
向
け
の
駐
車
場
を
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、現
体
育
館
跡
地
に
つ
い
て
は
、現
在
、未
定
で
す
。

て
い
ま
す
。
な
お
、現
体
育
館
跡
地
に
つ
い
て
は
、現
在
、未
定
で
す
。

学
校
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
れ
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
き
た

学
校
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
れ
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

継
続
継
続

継
続
継
続

新
規
新
規

新
規
新
規

新
規
新
規
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電
気
料
金
の　
　
　

値
上
げ
対
策
は

問　

電
気
料
金
の
値
上
げ
な
ど
に

つ
い
て
、
町
と
し
て
対
策
を
持
っ

て
い
る
か
。

答　

学
校
や
役
場
な
ど
20
施
設
で

は
、
特
定
の
電
気
会
社
︵
Ｐ
Ｐ
Ｓ
︶

か
ら
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
総

額
で
５
０
０
万
円
以
上
の
電
気
料

金
の
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は

問　

公
民
館
や
町
民
会
館
に
洋
式

ト
イ
レ
を
増
設
す
る
こ
と
は
。
住

民
は
も
と
よ
り
観
光
客
を
誘
致
す

る
た
め
に
も
、
公
衆
ト
イ
レ
の
増

設
︵
洋
式
・
多
目
的
ト
イ
レ
︶
は

考
え
な
い
の
か
。

答　

大
河
公
民
館
に
洋
式
ト
イ
レ

を
新
設
し
ま
す
。
公
民
館
や
町
民

会
館
の
洋
式
ト
イ
レ
を
増
設
す
る

計
画
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中

央
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

大
規
模
改
修
時
に
考
え
ま
す
。
今

後
、
ユ
ネ
ス
コ
の
文
化
遺
産
登
録

関
連
で
、
観
光
客
な
ど
が
増
え
て

く
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
対
応
も
必

要
か
と
考
え
ま
す
。

救
急
情
報
シ
ー
ト
導
入

の
目
的
は

問　

救
急
情
報
シ
ー
ト
の
配
布
を

導
入
す
る
目
的
は
。

答　

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
の
救
急
車
の
搬
送
時
間
の
短
縮

に
役
立
て
ま
す
。
比
企
管
内
で
統

一
し
た
シ
ー
ト
を
購
入
し
、︵
情

報
等
を
記
入
し
た
︶
シ
ー
ト
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
に

磁
石
で
張
る
と
い
う
こ
と
で
現
在

進
め
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計  

予
算
予
算

︽
主
な
質
疑
︾

総
質
疑
数
３
０
３
件
︵
本
会
議
１
４
７
件
、
委
員
会
１
５
６
件
︶

平成

25
年度

度
に
工
事
に
入
る
予
定
で
す
。
用

地
買
収
は
計
画
の
70
％
が
終
わ
っ

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
青
上

区
内
の
用
地
買
収
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
槻
川
に
橋
を
か
け
る
た
め

に
橋
梁
の
詳
細
設
計
に
入
り
、
予

算
が
つ
け
ば
腰
越
地
区
の
用
地
買

収
を
行
な
い
、
最
終
地
点
の
用
地

環
状
１
号
線
の
延
伸
や

課
題
も

問　

環
状
１
号
線
の
延
伸
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
、
青
下
田
島
区
内
を
工

事
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に

郵
便
局
の
用
地
買
収
を
し
て
26
年

買
収
が
終
わ
り
工
事
に
入
る
の

は
、
平
成
28
年
度
に
な
る
予
定
で

す
。

問　

環
状
1
号
線
仙
元
彩
雲
橋
あ

た
り
で
自
転
車
道
を
あ
ら
わ
す
ブ

ル
ー
の
線
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

危
険
で
は
な
い
か
。

答　

自
転
車
専
用
帯
を
つ
く
る
計

画
が
な
い
道
路
で
し
た
が
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
整
備
す
る
と

い
う
県
の
施
策
の
関
係
で
、
歩
道

側
に
青
い
ラ
イ
ン
を
入
れ
て
自
転

車
専
用
帯
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
道
路
幅
の
関
係
で
実
際
は
途

中
で
切
れ
て
い
ま
す
。
危
険
が
な

い
よ
う
に
事
後
処
理
を
し
て
も
ら

う
よ
う
、
県
に
は
要
望
し
て
い
ま

す
。

問　

歩
道
側
に
街
路
樹
が
植
え
て

あ
る
が
、
視
覚
が
遮
ら
れ
た
り
、

落
ち
葉
や
落
ち
た
木
の
実
な
ど
で

道
路
が
滑
っ
た
り
し
て
、
危
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
は
、
歩
道
に
街
路
樹
を

植
え
な
い
道
路
設
計
を
す
る
方
向

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
街
路
樹

の
種
類
を
変
え
る
こ
と
や
植
樹
し

な
い
こ
と
な
ど
、
地
元
の
ご
意
見

や
警
察
や
県
土
事
務
所
と
協
議

し
、
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

区
長
の
仕
事
は

問　

区
長
の
主
な
仕
事
内
容
は
。

報
償
費
に
つ
い
て
、
削
減
な
ど
の

動
き
が
あ
る
と
聞
い
た
が
。　

答　

区
長
は
、
非
常
勤
の
特
別
職

で
、
町
内
会
の
代
表
と
町
長
の
委

嘱
と
い
う
2
面
性
が
あ
り
ま
す
。

道
路
愛
護
や
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
協
力
、
町
の
発
行
す
る
広
報
な

ど
の
配
布
な
ど
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
区
長
報
償
費
に
つ
い
て
は

条
例
化
を
進
め
、
平
成
25
年
度
は

据
え
置
き
ま
す
が
、
分
配
方
式
の

変
更
な
ど
、
平
成
26
年
度
の
改
正

89 億 5000 万円

66 億 9716 万円

国民健康保険 33 億 4243 万円

後期高齢者医療 ３億 3283 万円

介護保険 22 億 6952 万円

下水道事業 6 億 7507 万円

農業集落排水事業 7731 万円

総額156億4716万円

平成 25年度予算

一般会計

特別会計
に
向
け
て
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト

事
業

問　

﹁
学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
﹂

は
、
い
じ
め
等
の
現
場
の
課
題
解

決
の
た
め
国
が
予
算
化
し
た
も
の

で
、
従
来
の
県
﹁
い
き
い
き
プ
ラ

ン
﹂
の
内
容
が
予
算
増
額
・
充
実

し
て
い
く
内
容
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

国
の
基
準
や
制
限
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
、
各
学
校
の
計
画
に
基
づ

き
、
町
の
予
算
を
加
え
て
も
十
分

な
制
度
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

学
校
現
場
か
ら
、﹁
支
援
員

の
日
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
﹂
と

い
う
強
い
要
望
が
従
来
か
ら
出
て

い
ま
し
た
。
現
場
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
内
容
に
し
っ
か
り
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

駅
前
広
場
の
整
備
は

問　

駅
前
広
場
の
整
備
の
た
め
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、

実
効
性
は
あ
る
の
か
。

答　

測
量
は
終
了
し
て
お
り
、
図

面
関
係
は
つ
く
っ
て
あ
り
ま
す

が
、
都
市
計
画
決
定
の
変
更
が
必

要
と
な
る
の
で
県
と
の
調
整
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
主
財
源
を　
　
　

増
や
す
努
力
は

問　

前
年
度
と
比
較
し
て
、
自
主

財
源
が
増
え
て
い
る
が
理
由
は
。

答　

税
収
を
確
保
す
る
た
め
に
①

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始　

②
特
別

収
納
対
策
室
を
活
用　

③
国
・
県

の
補
助
金
の
確
保
で
収
入
増
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
有
地

売
却
な
ど
、
財
産
収
入
の
増
加
も

あ
り
ま
す
。

37 行政区で実施している花いっぱい運動（鶴巻公園）

工事が進む環状１号線（青下田島区内）

（千円単位四捨五入）
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■
国
民
健
康
保
険

問　

給
付
費
︵
医
療
費
の
支
払
い

額
︶
が
、
昨
年
に
比
べ
８
０
５
３

万
円
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
。

答　

保
険
料
を
含
め
、
歳
入
の
増

額
が
見
込
め
な
い
中
、
減
額
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

問　

町
の
法
定
外
繰
り
入
れ
︵
町

の
予
算
か
ら
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
割
合
以
上
に
、
国
民
健
康
保
険

会
計
に
お
金
を
入
れ
る
こ
と
︶
を

も
っ
と
多
く
し
て
、
保
険
料
の
減

額
や
減
免
の
割
合
を
上
げ
る
べ
き

で
は
。

答　

本
来
、
法
定
外
の
繰
り
入
れ

が
な
い
の
が
理
想
で
す
。
町
の
一

般
会
計
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る

中
、
コ

※

ン
ビ
ニ
収
納
や
ジ

※

ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
の
推
進
な

ど
、
収
納
率
ア
ッ
プ
や
、
医
療
費

削
減
の
努
力
も
し
っ
か
り
し
て
い

き
ま
す
。

問　

特
定
健
診
の
受
診
率
が
向
上

し
な
い
が
。

答　

医
療
費
の
増
大
を
抑
え
る
た

め
に
も
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
年
々
数
値

は
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、
23
年
度
の
結
果
で
は
30
％
弱

で
、
目
標
の
半
分
に
も
達
し
て
い

ま
せ
ん
。
地
域
を
決
め
て
、
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
向
上
を
進
め

て
い
き
た
い
。

■
介
護
保
険

問　

訪
問
介
護
単
位
時
間
が
、
平

成
24
年
４
月
か
ら
20
分
単
位
に
な

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
声
も
聞
く
が
。

答　

介
護
報
酬
と
し
て
、
金
額
の

大
き
な
変
動
は
な
く
、
混
乱
も
な

い
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

問　

家
族
介
護
支
援
と
し
て
の
紙

お
む
つ
支
援
費
は
、
24
年
か
ら
月

５
０
０
０
円
が
３
０
０
０
円
に
な

り
、
今
回
の
予
算
も
昨
年
よ
り
40

万
円
近
く
減
額
に
な
っ
て
い
る

が
、
十
分
な
支
援
と
い
え
る
の
か
。

答　

24
年
度
の
実
績
に
基
づ
き
、

予
算
計
上
し
ま
し
た
。　

問　

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
軽
減
や
、
減
免
の

拡
充
は
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
の

見
直
し
で
、
３
年
間
の
給
付
費
を

見
込
ん
で
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま

す
。
そ
の
間
の
見
直
し
は
で
き
ず
、

３
年
を
通
し
て
の
計
画
的
な
運

営
、
基
金
の
活
用
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
単
年
度
だ
け
で
基
金
の
繰

り
入
れ
の
増
減
を
判
断
す
る
の

は
、
危
険
が
あ
り
ま
す
。

問　

居
宅
介
護
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
の
早
期
導
入
を
。

答　

元
気
な
高
齢
者
の
方
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
、
商
工
連
携
に
よ

る
﹁
地
域
支
え
あ
い
事
業
﹂
の
仕

組
み
も
含
め
て
、
研
究
し
て
い
き

た
い
。

問　

認
知
症
家
族
の
支
え
や
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
積
極
的
な
養

成
を
。

答　

24
年
度
で
は
、
78
名
の
方
が

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
も
積
極
的

に
講
習
会
を
開
催
し
、
認
知
症
へ

の
理
解
、
家
族
の
支
援
の
体
制
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

■
下
水
道
事
業

問　

小
川
町
生
活
排
水
処
理
基
本

計
画
の
今
後
は
。

答　

新
し
い
基
本
計
画
の
策
定
に

入
り
、
28
年
度
か
ら
そ
の
計
画
で

進
め
る
よ
う
準
備
し
て
い
き
ま

す
。

101 億 1844 万円

67 億 7058 万円

国民健康保険 35 億 3023 万円

後期高齢者医療 ３億 2393 万円

介護保険 22 億 1599 万円

下水道事業 6 億 2862 万円

農業集落排水事業 7181 万円

（千円単位四捨五入）

総額168億8902万円

最 終 補 正 で

一般会計

特別会計

■
農
業
集
落
排
水
事
業

問　

高
見
・
能
増
地
域
の
農
業
集

落
排
水
整
備
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

計
画
と
し
て
は
農
業
集
落
排

水
の
整
備
を
進
め
る
方
向
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
予
算
の
問
題
な
ど
、

い
つ
ス
タ
ー
ト
で
き
る
か
は
未
定

で
す
。

■
水
道
事
業
会
計

問　

水
道
水
の
放
射
能
調
査
に
か

か
る
費
用
は
、
東
京
電
力
に
要
求

し
て
い
る
の
か
。

答　

東
電
か
ら
の
請
求
基
準
が
届

い
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
請

求
し
て
い
ま
す
。
２
回
に
分
け
て
、

合
計
１
４
０
万
円
が
振
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
水
質
調
査
費

等
、
基
準
に
基
づ
い
て
、
し
っ
か

り
と
請
求
し
て
い
き
ま
す
。

請
負
業
者
へ
の
前
払
い
は

問　

町
道
２
２
８
号
線
︵
２
５
４

バ
イ
パ
ス
迂
回
路
︶
道
路
改
良
工

事
に
つ
い
て
、
分
割
発
注
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
大
き
な
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、

変
更
契
約
と
の
こ
と
だ
が
、
前
払

い
の
検
討
は
。

答　

分
割
発
注
の
際
、
請
負
業
者

へ
は
、
請
負
金
額
が
１
億
１
９
７

万
円
と
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、
前

払
い
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

西
中
改
築
ど
こ
ま
で
対
応

問　

西
中
学
校
改
築
関
連
で
、
防

災
を
含
め
た
改
築
と
し
て
、
議
会

は
４
項
目
の
要
望
を
出
し
た
が
、

ど
の
あ
た
り
ま
で
対
応
し
て
く
れ

る
の
か
。

答　

﹁
校
舎
の
木
質
化
﹂﹁
校
舎
の

防
災
機
能
﹂﹁
請
負
業
者
で
地
元

業
者
の
活
用
﹂
は
、
現
在
内
容
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 臨

時
議
会

臨
時
議
会

庁
舎
の
耐
震
診
断
結
果
は

問　

耐
震
診
断
の
結
果
、
議
場
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答　

議
場
が
強
度
不
足
と
の
こ
と

で
す
。
天
井
と
屋
根
部
分
と
議
長

の
後
ろ
の
壁
な
ど
で
す
。
屋
根
・

壁
の
落
下
防
止
ブ
レ
ー
ス
、
ア
ン

カ
ー
ボ
ル
ト
の
増
設
工
事
を
行
な

い
ま
す
。

平
成
平
成
2525
年
２
月

年
２
月
1919
日
開
催

日
開
催

特
別
会
計

特
別
会
計  

予
算
予
算

補
正
予
算

補
正
予
算

平成

25
年度

平成

24
年度

すたむちゃんの
ひと口メモ

コンビニ収納
　送られてきた税金や公共料金などの請
求書で、自分の好きな時間に最寄りのコ
ンビニエンスストアで支払うこと。住民
にとって支払いの利便性が高まる。

ジェネリック医薬品
　後発医薬品。特許の切れた薬を別の会
社が製造販売。値段が安いため本人負担
が減るだけでなく、医療費抑制にもつな
がっている。

国
の
大
型
補
正
に

ど
う
対
応

問　

国
は
13
兆
１
０
０
０
億
円
と

大
き
い
補
正
だ
が
、
政
府
と
関
連

性
を
も
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

利
用
減
の
要
因
は　
　

老
人
会
の
解
散

問　

パ
ト
リ
ア
・
公
民
館
の
利
用

料
が
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
の
原

因
は
。
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の

か
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答　

常
連
の
団
体
が
利
用
し
な
く

な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で

す
。
平
成
24
年
度
に
６
地
区
の
老

人
会
︵
２
７
４
人
︶
が
解
散
し
た

こ
と
と
、
老
人
会
の
新
規
入
会
者

が
減
り
、
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。

県
は
、
10
年
後
に
高
齢
化
す
る
と

言
っ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
10
年

早
く
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
再
検
討
し

ま
す
。

答　

町
は
政
策
推
進
課
が
中
心
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
が
、
重
点
的

に
取
り
入
れ
る
べ
き
も
の
は
、
積

極
的
に
各
課
で
対
応
し
て
い
き
ま

す
。



町
民
町
民
のの
声声
をを
町
政
町
政
にに

町政をただす
　一般質問とは、議員が役

場の仕事について、町長の

考えや意見を求め、事柄を

ただしたり、議員や町民の

意見などを述べることをい

います。議員１人の持ち時

間は 75 分に定めており、

議会だよりでは、このやり

とりを要約して報告してい

ます。

　今議会では、11人の議員

が一般質問を行ないました。

審議議案と議員の賛否
ごみ・し尿処理・消防・
救急・斎場等の議会報告

※ 議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、× は反対）
※ 臨時議会では、議長が欠席したため、山口副議長が議長の職務を行ないました。

平成 25 年５月１日発行 第 67 号9 8

◎比企広域市町村圏組合　
　（消防・救急業務、斎場の管理運営、介護・障害審査会）

　平成25年度第１回広域議会定例会が、2月 20日東松山市議場で開

催されました。

　議案は17件。うち歳入歳出予算は、一般会計8500万円、消防会計

35億 500万円、斎場及び霊柩自動車事業会計１億 1600万円、介護

及び障害程度区分審査会計8200万円。すべて原案のとおり可決され

ました。

　なお、当町に関係する主な事業としては、消防会計の中で小川消防

署旧庁舎解体工事費4720万円、小川消防署はしご車購入費１億1230

万円が計上されました。補正予算については、一般会計、消防会計、

介護認定及び障害程度区分審査会計合計で45万 6000円の減額で、可

決されました。

柳
田
多
恵
子

井
口　

亮
一

髙
瀬　
　

勉

島
﨑　

隆
夫

柴
崎　
　

勝

山
口　

勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

大
戸　

久
一

金
子　

美
登

松
葉　

幸
雄

宮
澤　

幹
雄

根
岸　

成
美

小
林　

一
雄

大
塚　

司
朗

戸
口　
　

勝

松
本　

修
三

審
議
結
果

第１回定例会
町道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

町道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す
る基準を定める条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

新型インフルエンザ等対策本部条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

町道の構造等の基準を定める条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

準用河川の河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

町が管理する都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定公園施設の
設置に関する基準を定める条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の
資格基準に関する条例制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

重度心身障害者医療費支給に関する条例の一部改正 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

町営住宅管理条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

都市公園条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

下水道条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

災害対策本部条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

土地開発基金条例の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

難病患者見舞金支給条例の廃止 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組合
の規約変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

比企広域市町村圏組合の規約変更 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 24 年度一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 24 年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 24 年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 24 年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 24 年度下水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 24 年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 25 年度一般会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 25 年度国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 25 年度後期高齢者医療特別会計予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 25 年度介護保険特別会計（保険事業勘定）予算 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 25 年度下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 25 年度農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

平成 25 年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

人権擁護委員候補者の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

副町長の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 同意

平成 24 年度一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

第１回臨時議会
実費弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 可決

大字高谷地内 町道 228 号線道路改良工事（２工区）請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 可決

平成 24 年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 可決

議会政務活動費の交付に関する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 可決

議会会議規則の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 可決

議会委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 可決

議　案　名

議　員　名

◎小川地区衛生組合議会（ごみ処理、し尿処理）

　去る２月21日に小川地区衛生組合議会の平成25年第１回定例会が

開催され、平成24年度の補正予算や平成25年度予算など12議案が

全員賛成で可決されました。

　補正予算　950万円の追加

　24年度予算の総額は、13億 7902万 7000円となりました

　平成25年度の予算額は、13億 932万 1000円で、使用料や繰越金

などを除くと構成町村の負担金は10億 8986万円になり、このうち当

町は、し尿処理関係で9212万 4000円、ごみ処理関係で３億461万

8000円の約３億9700万円を負担します。

　また、一般質問では、ごみ焼却施設の老朽化を鑑み、早急に対応す

べきであり、今後の施設建設について考えを問いましたが、「現在の

構成（小川・嵐山 ･

滑川・ときがわ・東

秩父）町村で新ごみ

焼却施設を建設する

のではなく、新たな

枠組み（東松山・吉見・

桶川を含めた）の８

市町村で検討する」

との答弁でした。

ときがわ町

東松山市

小川町
鴻巣市

北本市

桶川市

東
秩
父
村

嵐
山
町

滑
川
町 吉

見
町

ときがわ町

東松山市

小川町
鴻巣市

北本市

桶川市

東
秩
父
村

嵐
山
町

行
田
市

滑
川
町 吉

見
町

新たな枠組みで検討

ごみ焼却場建設はどこへ！
枠組みは新しい一部事務組合をつくって
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【Ｃ】
11橋
27％

【Ｍ】
21 橋
51％

【Ｓ】
８橋
20％

【Ｂ】
１橋
2％ 【Ｃ】

11橋
27％

【Ｍ】
21 橋
51％

【Ｓ】
８橋
20％

【Ｂ】
１橋
2％

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
す
。

女
性
と
子
ど
も
の
命
を

守
る
、防
災
力
育
成
を

質
問

﹁
女
性
防
災
力

ア
ッ
プ
講
座
﹂

の
よ
う
な
女
性
向
け
の
講

座
の
実
施
は
ど
う
か
。
ま

た
要
援
護
者
と
し
て
の
妊

婦
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
を

抱
え
た
女
性
の
皆
さ
ん

も
、地
域
の
応
援
・
援
助
が

必
要
に
な
る
。
そ
う
し
た

と
の
認
識
を
示
し
て
い
ま

す
。
経
営
に
当
た
っ
て
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
人
材
を
い

か
に
育
成
し
、
活
用
す
る

か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い

う
点
で
、
議

員
と
認
識
は

全
く
同
じ
で

す
。
い
か
に

優
秀
な
人
材

を
採
用
し
て

も
、
そ
の
能

力
開
発
を
行

な
わ
な
い
限

り
、
組
織
の

活
力
も
激
減

で
す
。
研
修

の
充
実
も
含

め
、
多
岐
の

分
野
に
わ
た

り
、
自
主
性

を
重
ん
じ
な

が
ら
、
常
に

住
民
の
立
場

子
育
て
中
の
女
性
の
た
め

の
防
災
講
座
の
実
施
は
。

答
弁

総
務
課
長　

震

災
後
の
各
種
検

証
か
ら
女
性
の
観
点
で
の

各
種
課
題
や
要
望
も
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
後
、
女
性
会
員
が

２
０
０
名
を
超
え
る
日
赤

奉
仕
団
や
昨
年
４
月
に
誕

生
し
た
女
性
消
防
団
員
な

ど
と
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
、
女
性
向
け
講
座
の
あ

り
方
や
子
育
て
中
の
女
性

防
災
講
座
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
手
段

質
問

急
激
に
進
む
高

齢
化
、
町
は
高

齢
者
の
交
通
手
段
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
構
想
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

行
政
・
地
域
・

行
政
・
地
域
・

企
業
等
、
役
割
を
担
い
合

企
業
等
、
役
割
を
担
い
合

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
研
究
し
て
い
き
た
い

す
。
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　

と
思
い
ま
す
。　

質
問

当
町
が
主
催
す

る
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
、
協
力
を
い
た
だ
く

応
援
隊
の
立
ち
上
げ
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

各
種
事
業
を
開

催
す
る
場
合
に
は
、
運
営

を
取
り
巻
く
協
力
団
体
が

既
に
存
在
し
て
お
り
、
改

め
て
応
援
隊
を
立
ち
上
げ

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
運
営
方
法
等
、

さ
ら
に
創
意
工
夫
す
る
こ

と
で
、
開
催
事
業
へ
の
参

加
者
や
協
力
者
を
増
や
し

て
い
け
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

下
請
け
で
は
な
く
、
独
立

し
た
地
方
政
府
と
し
て
自

己
決
定
・
自
己
責
任
の
原

則
で
経
営
を
行
な
う
。
自

治
体
の
担
い
手
で
あ
る
職

員
へ
の
期
待
は
そ
こ
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
今
後

の
職
員
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁

総
務
課
長　

当

町

に

お

い

て

は
、
地
域
経
営
・
組
織
経

営
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い

質
問

住
民
と
行
政
が

互
い
の
役
割
分

担
を
定
め
、
両
者
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で

美
化
を
進
め
る
﹁
ま
ち
美

化
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹂
の
導
入
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

当
町
に
お
け
る

清
掃
美
化
活
動
の
取
り
組

み
は
、
ま
ち
美
化
ア
ダ
プ

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
と

は
ス
タ
イ
ル
に
差
異
は
あ

る
も
の
の
、
趣
旨
は
各
行

政
区
の
も
と
で
確
立
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

質
問

当
町
役
場
も

﹁
町
民
の
役
に

立
つ
と
こ
ろ
﹂
と
い
う
組

織
の
原
点
に
今
一
度
立
ち

返
り
、
コ
ス
ト
意
識
を
持

た
せ
、
給
与
相
当
分
を
フ

ル
パ
ワ
ー
で
顧
客
︵
住
民
︶

に
向
け
て
仕
事
を
し
て
も

ら
う
。
い
わ
ば
﹁
自
治
体

プ
ロ
﹂
の
自
覚
を
持
た
せ

た
と
き
、
今
以
上
の
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
国
の

質
問

国
の
24
年
度
補

正
か
ら
25
年
度

予
算
︵
15
ヵ
月
予
算
と
い

わ
れ
る
が
︶
で
は
、
地
方

が
お
金
が
な
く
て
な
か
な

か
取
り
組
め
な
か
っ
た
安

全
・
安
心
対
策
分
野
、
例

え
ば
古
い
橋
梁
の
か
け
か

え
な
ど
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
交
付
金
に
な
っ

て
い
る
。
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

地
域
経
済
の
活

地
域
経
済
の
活

性
化
や
防
災
対
策
、
安
全
・

性
化
や
防
災
対
策
、
安
全
・

安
心
の
確
保
な
ど
に
有
効

安
心
の
確
保
な
ど
に
有
効

な
交
付
金
と
考
え
て
い
ま

な
交
付
金
と
考
え
て
い
ま

す
。
要
件
や
交
付
額
を
見

す
。
要
件
や
交
付
額
を
見

き
わ
め
な
が
ら
、
具
体
的

き
わ
め
な
が
ら
、
具
体
的

な
検
討
に
入
り
、

な
検
討
に
入
り
、
2525
年
度
年
度

補
正
予
算
と
し
て
対
応
し

補
正
予
算
と
し
て
対
応
し

質
問

県
が
推
進
す
る

﹁
地
域
支
え
合

い
の
仕
組
み
﹂
の
導
入
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

昨
年
末
、
県
の

昨
年
末
、
県
の

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ

く
り
課
か
ら
担
当
職
員
を

く
り
課
か
ら
担
当
職
員
を

招
き
、
商
工
会
・
社
会
福

招
き
、
商
工
会
・
社
会
福

祉
協
議
会
・
関
係
各
課
の

祉
協
議
会
・
関
係
各
課
の

出
席
の
も
と
、
説
明
会
を

出
席
の
も
と
、
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
事
業

開
催
し
ま
し
た
。
本
事
業

に
つ
い
て
は
、
既
に
実
施

に
つ
い
て
は
、
既
に
実
施

し
て
い
る
県
内
自
治
体
の

し
て
い
る
県
内
自
治
体
の

制
度
の
仕
組
み
や
課
題
等

制
度
の
仕
組
み
や
課
題
等

を
か
ん
が
み
、
関
係
団
体

を
か
ん
が
み
、
関
係
団
体

と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
実

と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
実

施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。
す
。

安全・安心の取り組み

国の交付金の積極的活用で、町の安全・安心を

地域の支え合いの仕組み

ボランティア精神の醸成と共助社会の構築は

職
員
の
育
成

挑
戦
す
る
職
員
を
数
多
く
生
み
出
す
に
は

挑
戦
す
る
職
員
を
数
多
く
生
み
出
す
に
は

能
力
開
発
を
し
、
意
欲
を
引
き
出
し
ま
す

能
力
開
発
を
し
、
意
欲
を
引
き
出
し
ま
す

25 年度の補正予算で対応していきたい

地域を核とした各種の活動が展開されています

松葉幸雄議員

山口勝士議員

髙瀬　勉議員

真剣に考えてほしい町民の皆さんが
頼りです

他の町に
おくれをとるな！

新人職員研修

若者によるボランティア活動

橋梁の点検結果による今後の対策区分

に
立
っ
て
考
え
行
動
す
る

職
員
を
、
育
成
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

 区分 　　　判定の内容

 
Ａ

 損傷が認められないか、損傷が  
  軽微で補修を行う必要がない

 Ｂ 損傷が確認され、状況に応じて 
   補修を行う必要がある

 Ｃ 速やかに補修等を行う必要がある

 Ｍ 維持工事で対応する必要がある

 Ｓ 詳細調査の必要がある

 Ｅ 安全性の観点から、緊急対応の 
   必要がある
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「子どもが病気のときに
どうしよう」の心配事が
　　　一つ解決！

合
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す

る
の
か
。

答
弁

環
境
保
全
課
長　

小
川
地
区
衛
生

組
合
で
は
、
管
内
に
新
施

設
を
建
設
す
る
努
力
を
し

て
き
た
経
過
が
あ
り
、
具

体
的
な
候
補
地
も
何
度
か

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

破
談
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
候
補
地
も
見
つ
か
ら

ず
、
管
内
で
は
新
施
設
の

建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。

質
問

８
市
町
村
に
よ

る
広
域
化
は
当

を
広
げ
、
最
短
で

を
広
げ
、
最
短
で

７
月
か
ら
実
施
す

７
月
か
ら
実
施
す

る
準
備
を
し
て
い

る
準
備
を
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

日
赤
の
建
て

か
え
支
援
は

ど
う
進
ん
で

い
る
の
か

質
問

協
議
会

の
メ
ン

バ
ー
構
成
は
。
利

用
者
あ
る
い
は
地

域
住
民
の
要
望
や
意
見
が

反
映
さ
れ
る
場
を
つ
く
る

こ
と
は
。
協
議
の
進
捗
状

況
な
ど
、
定
期
的
に
住
民

と
議
会
に
情
報
公
開
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。答

弁
政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

現
在
参
加
の
承

現
在
参
加
の
承

諾
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

諾
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

は
小
川
町
︵
会
長
︶・
寄

は
小
川
町
︵
会
長
︶・
寄

居
町
︵
副
会
長
︶・
嵐
山

居
町
︵
副
会
長
︶・
嵐
山

町
︵
副
会
長
︶
を
含
め

町
︵
副
会
長
︶
を
含
め
1313

市
町
村
で
す
。
構
成
市
町

市
町
村
で
す
。
構
成
市
町

村
の
担
当
課
長
か
ら
な
る

村
の
担
当
課
長
か
ら
な
る

幹
事
会
を
置
き
、
当
町
が

幹
事
会
を
置
き
、
当
町
が

事
務
局
と
な
っ
て
い
ま

事
務
局
と
な
っ
て
い
ま

す
。
支
援
額
の
分
担
方
法

す
。
支
援
額
の
分
担
方
法

き
農
家
住
宅
の
情
報
を
募

集
し
、
一
元
管
理
や
リ
ス

ト
化
に
取
り
組
み
、
登
録

制
度
を
創
設
す
る
こ
と

は
、
高
齢
化
の
進
む
中
、

山
間
地
域
等
の
地
域
活
性

化
策
に
な
る
の
で
は
。

答
弁

産
業
観
光
課
長　

近
隣
自
治
体
の

取
り
組
み
状
況
、
大
規
模

な
農
業
生
産
法
人
等
に
よ

る
解
消
事
例
、
ま
た
関
係

団
体
と
も
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
情
報

の
収
集
と
研
究
を
行
な
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

朽
化
は
著
し
く
新
施
設
の

建
設
は
急
務
だ
。
そ
う
し

た
中
、
な
ぜ
町
は
８
市
町

村
に
よ
る
ご
み
の
共
同
処

理
を
目
指
す
一
部
事
務
組

い
ま
す
。
農
業
振
興
連
絡

い
ま
す
。
農
業
振
興
連
絡

協
議
会
等
関
係
団
体
の
協

協
議
会
等
関
係
団
体
の
協

力
を
得
て
、
農
業
経
営
基

力
を
得
て
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
農

盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
農

地
利
用
権
を
活
用
し
た
耕

地
利
用
権
を
活
用
し
た
耕

作
放
棄
地
の
解
消
を
図
っ

作
放
棄
地
の
解
消
を
図
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
未
来

設
計
図
﹁
人
・
農
地
プ
ラ

ン
﹂
を
推
進
し
、
新
規
就

農
者
の
拡
大
、
地
域
の
担

い
手
確
保
、
農
地
集
積
等
、

営
農
者
に
対
し
て
の
支
援

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

新
規
就
農
者
、

地
域
の
担
い
手

に
対
し
て
、
空
き
地
や
空

質
問

小
川
地
区
衛
生

組
合
の
ご
み
焼

却
施
設
を
は
じ
め
不
燃
物

処
理
施
設
な
ど
は
、
操
業

か
ら
36
年
が
経
過
し
、
老

質
問

子
育
て
を
応
援

す
る
た
め
に
①

日
曜
・
休
日
保
育　

②
一

時
保
育
の
増
設　

③
病

児
・
病
後
児
保
育
の
実
施

を
。　

答
弁

子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課

長長　

①
保
護
者

　

①
保
護
者

の
切
実
な
ニ
ー
ズ
を
正
確

の
切
実
な
ニ
ー
ズ
を
正
確

に
と
ら
え
な
が
ら
、
今
後

に
と
ら
え
な
が
ら
、
今
後

検
討
を
進
め
ま
す　

②
施

検
討
を
進
め
ま
す　

②
施

設
の
増
設
や
合
同
保
育
を

設
の
増
設
や
合
同
保
育
を

実
施
し
、
場
所
の
確
保
な

実
施
し
、
場
所
の
確
保
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す　

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す　

③
対
象
は
６
ヵ
月
児
〜
小

③
対
象
は
６
ヵ
月
児
〜
小

学
校
６
年
生
ま
で
、
預
か

学
校
６
年
生
ま
で
、
預
か

り
料
金
は
１
時
間
７
０
０

り
料
金
は
１
時
間
７
０
０

円
、
２
人
目
か
ら
は
半
額

円
、
２
人
目
か
ら
は
半
額

で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

で
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
︵
会
員
制
︶

ポ
ー
ト
事
業
︵
会
員
制
︶

質
問

現
在
、
農
業
を

め
ぐ
っ
て
、
高

齢
化
問
題
や
後
継
者
不
足

等
、
人
と
農
地
の
問
題
が

指
摘
さ
れ
、
将
来
の
展
望

が
描
け
な
い
地
域
が
増
加

傾
向
に
あ
る
。
農
地
の
現

状
に
注
目
し
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
や
有
効
活
用

等
、
具
体
的
な
調
査
研
究
、

積
極
的
な
取
り
組
み
事
例

や
方
策
に
つ
い
て
の
状
況

は
。答

弁
産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長　　

農
地
の
有
効
活

農
地
の
有
効
活

用
の
た
め
、
毎
年
農
業
委

用
の
た
め
、
毎
年
農
業
委

員
会
と
合
同
で
現
地
調
査

員
会
と
合
同
で
現
地
調
査

の
実
施
と
不
耕
作
地
解
消

の
実
施
と
不
耕
作
地
解
消

の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て

の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
て

子育て支援

病児・病後児保育の実施を

農業問題

耕作放棄地の活用法と地域活性化の方策は

ご
み
焼
却
施
設

広
域
化
に
よ
る
ご
み
焼
却
は
非
効
率
で
は

効
率
的
な
運
用
方
法
を
協
議
し
て
い
き
た
い

７月から実施する準備をしています

関係団体と連携し耕作放棄地の解消を図っています

井口亮一議員

柳田多恵子議員

根岸成美議員

町
か
ら
約
20
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
も
離
れ
、
運
搬
費
用
の

増
大
が
心
配
さ
れ
る
。
建

設
費
も
規
模
に
よ
る
経
済

性
が
大
き
く
期
待
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
効
率
に

問
題
は
な
い
か
。

答
弁

環
境
保
全
課
長　

ご
指
摘
の
よ
う

な
心
配
は
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
町
と
し
て
も
工
夫
を

し
な
が
ら
効
率
的
な
方
法

を
模
索
し
た
い
と
考
え
ま

す
。
新
施
設
に
つ
い
て
も
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
、
よ
り
効
率
的
な
建

設
・
運
用
を
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。質

問
中
心
的
役
割
を

果

た

す

覚

悟

は
。
施
設
建
設
の
見
通
し

は
。答

弁
町
長　

吉
見
町

長
は
７
年
以
内

と
答
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
よ
り
早
期
に
実
現
す

る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組

み
た
い
。

「新施設」早期建設に
全力で取り組みたい！

農地を活かして、若い人が
集まるといいけどなあ

や
財
源
措
置
、
埼
玉
県
へ

や
財
源
措
置
、
埼
玉
県
へ

の
支
援
要
請
な
ど
に
つ
い

の
支
援
要
請
な
ど
に
つ
い

て
も
協
議
を
進
め
て
い
ま

て
も
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
日
赤
関
係
者
も
オ
ブ

す
。
日
赤
関
係
者
も
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し
ま

ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し
ま

す
。﹁
施
設
・
設
備
な
ど
の

す
。﹁
施
設
・
設
備
な
ど
の

整
備
﹂﹁
医
療
体
制
の
充

整
備
﹂﹁
医
療
体
制
の
充

実
﹂﹁
病
院
の
対
応
・
サ
ー

実
﹂﹁
病
院
の
対
応
・
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
﹂
な
ど
の
意

ビ
ス
の
向
上
﹂
な
ど
の
意

見
・
要
望
の
集
約
、
ま
た

見
・
要
望
の
集
約
、
ま
た

取
り
扱
い
方
法
な
ど
幹
事

取
り
扱
い
方
法
な
ど
幹
事

会
に
お
い
て
協
議
し
ま

会
に
お
い
て
協
議
し
ま

す
。
情
報
提
供
の
方
法
等

す
。
情
報
提
供
の
方
法
等

も
含
め
、
参
加
市
町
村
と

も
含
め
、
参
加
市
町
村
と

歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
随

歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
随

時
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

時
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

小川地区衛生組合焼却場

安心してお仕事を

活用が待たれる耕作放棄地
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質
問

昨
年
、
教
育
委

員
会
が
、
下
里

地
区
関
係
者
に
﹁
割
谷
採

石
遺
跡
﹂
の
現
地
説
明
会

を
開
催
。
全
体
が
一
望
で

き
る
現
場
で
、
改
め
て
歴

史
的
・
文
化
的
な
重
要
さ

を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
①
こ
の
地
が
中
世

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
う

こ
と
だ
が　

②
遺
跡
と
し

て
の
登
録
は　

③
文
化
財

認
定
や
保
管
は　

④
板
碑

製
作
に
か
か
わ
る
集
団
や

工
房
は
ど
こ
に　

⑤
今
後

の
保
存
・
保
護
に
つ
い
て

は
。答

弁
生
涯
学
習
課
長　

③
ま
で
は
一
括

で
答
弁
し
ま
す
。
板
碑
は

鎌
倉
か
ら
戦
国
時
代
の
中

世
ま
で
に
つ
く
ら
れ
た
供

養
塔
婆
の
一
種
で
す
。
平

成
19
年
に
割
谷
の
採
石
地

で
研
究
者
に
よ
っ
て
板
碑

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、

給
食
の
献
立
に
含
ま
れ
て

い
る
食
材
の
成
分
表
を
事

前
に
お
知
ら
せ
し
、
ア
レ

ル
ゲ
ン
と
な
る
食
材
に
つ

い
て
は
マ
ー
カ
ー
で
表
示

し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に

つ
い
て
情
報
提
供
し
て
い

ま
す
。
保
護
者
に
当
日
の

給
食
を
食
べ
さ
せ
る
か
判

断
し
て
も
ら
い
、
必
要
に

応
じ
て
代
替
食
を
用
意
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
公
共
施
設
の
老
朽
化

◎
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

健
康
増
進
課
長　　

介
護
保
険
法
に

介
護
保
険
法
に

よ
る
、
住
宅
改
修
費
の
支

よ
る
、
住
宅
改
修
費
の
支

給
を
も
っ
て
対
応
し
て
い

給
を
も
っ
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

質
問

高
齢
者
等
の
住

宅

バ

リ

ア

フ

リ
ー
改
修
に
対
す
る
減
税

措
置
は
。

答
弁

税
務
課
長

税
務
課
長　

高

　

高

齢
者
等
が
居
住

齢
者
等
が
居
住

す
る
既
存
の
住
宅
に
つ
い

す
る
既
存
の
住
宅
に
つ
い

て
、
申
告
に
よ
り
固
定
資

て
、
申
告
に
よ
り
固
定
資

産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
参
議
院
選
挙
か
ら

実
施
が
可
能
で
あ
り
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

質
問

給
食
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
に
つ

い
て
、
当
町
の
現
状
は
。

答
弁

学
校
教
育
課
長　

学

年

の

初

め

に
、
全
て
の
家
庭
に
具
体

的
な
食
材
名
を
保
健
調
査

票
に
記
入
い
た
だ
き
、
養

護
教
諭
が
給
食
セ
ン
タ
ー

の
栄
養
教
諭
に
報
告
し
て

い
ま
す
。
該
当
児
童
・
生

て
い
る
人
は
数
多
く
い

て
い
る
人
は
数
多
く
い

る
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

る
。
こ
の
よ
う
な
人
た
ち

が
通
院
や
買
い
物
な
ど
で

が
通
院
や
買
い
物
な
ど
で

気
兼
ね
な
く
外
出
で
き
る

気
兼
ね
な
く
外
出
で
き
る

よ
う
、
手
助
け
と
し
て
タ

よ
う
、
手
助
け
と
し
て
タ

ク
シ
ー
券
の
復
活
は
考
え

ク
シ
ー
券
の
復
活
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

ら
れ
な
い
か
。

答
弁

政
策
推
進
課
長　

政
策
推
進
課
長　

タ
ク
シ
ー
券
交

タ
ク
シ
ー
券
交

付
の
復
活
は
、
今
の
と
こ

付
の
復
活
は
、
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
宅
を

質
問

お
年
寄
り
に
対

す
る
住
宅
供
給

質
問

期
日
前
投
票
で

の
宣
誓
書
の
簡

素
化
は
図
れ
な
い
も
の

か
。答

弁
総
務
課
長　

昨

年
の
衆
議
院
選

挙
で
は
期
日
前
投
票
の
み

で
の
投
票
率
が
11
％
を
超

え
て
お
り
、
利
用
者
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
増
加
す
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
宣
誓
書
の
提
出

は
、
公
職
選
挙
法
で
省
略

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
町
で
は
、
宣
誓
書
の

様
式
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
方

法
と
、
入
場
券
の
裏
面
に

あ
ら
か
じ
め
印
刷
す
る
方

法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問

お
年
寄
り
が
病

院
へ
の
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
外
出
す
る

際
の
支
援
策
は
。

答
弁

政
策
推
進
課
長

政
策
推
進
課
長　　

高
齢
化
の
進
む

高
齢
化
の
進
む

中
、
住
民
意
識
調
査
の
結

中
、
住
民
意
識
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る

果
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
研
究
し
て
い
き

角
度
か
ら
研
究
し
て
い
き

た
い
。

た
い
。

質
問

以
前
、
当
町
で

以
前
、
当
町
で

も
タ
ク
シ
ー
券

も
タ
ク
シ
ー
券

の
交
付
を
さ
れ
た
こ
と
が

の
交
付
を
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
ひ
と
り
住
ま

あ
っ
た
が
、
ひ
と
り
住
ま

い
や
夫
婦
の
み
で
生
活
し

い
や
夫
婦
の
み
で
生
活
し

て
い
る
高
齢
者
、
そ
し
て
、

て
い
る
高
齢
者
、
そ
し
て
、

今
は
車
の
運
転
が
で
き
て

今
は
車
の
運
転
が
で
き
て

も
、
近
い
将
来
運
転
が
で

も
、
近
い
将
来
運
転
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
き
の
こ

き
な
く
な
っ
た
と
き
の
こ

と
を
考
え
、
不
安
に
思
っ

と
を
考
え
、
不
安
に
思
っ

期日前投票

期日前投票の簡素化を

高齢者支援

急激な高齢化が進む中、高齢者の外出支援策を

文
化
財
の
保
護

下
里
割

わ

り

谷や

採
石
遺
跡
に
つ
い
て

国
の
史
跡
指
定
に
向
け
有
効
的
に
保
護
し
て
い
き
ま
す

宣誓書の事前記入は前向きに検討中

住民意識調査の結果を踏まえ、研究していく

金子美登議員

髙橋さゆり議員

柴崎　勝議員

未
成
品
が
発
見
さ
れ
、
こ

の
地
が
中
世
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。
以
後
、
町
は
採
集

資
料
を
受
領
、
警
察
署
に

埋
蔵
文
化
財
発
見
届
を
提

出
し
、
埼
玉
県
の
埋
蔵
文

化
財
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地

調
査
カ
ー
ド
を
提
出
し
、

遺
跡
の
登
録
手
続
を
終

了
、
旧
腰
越
分
校
に
保
管

し
、
確
認
調
査
報
告
書
作

成
の
た
め
に
整
理
中
で
す　

④
専
門
の
石
工
集
団
の
存

在
は
、
地
元
ま
た
は
周
辺

の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
、
確
認
や
情
報
収
集
に

努
め
ま
す　

⑤
割
谷
採
石

遺
跡
は
文
化
財
関
係
者
や

板
碑
研
究
者
か
ら
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
国
の
史
跡
指
定
が
割

谷
採
石
遺
跡
の
最
も
有
効

的
な
保
存
や
保
護
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

ふるさとの中世にインドのサンスクリット
まで読み解く頭脳・技術集団がある

投票率は県内３位なの
すごいじゃん。でも次
は１位目指そうよ

町のお年寄りが
待っているのになあー

発見された板碑未成品

住宅のバリアフリー化

学校給食センター
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質
問

①
自
主
防
災
組

織
と
自
主
防
犯

組
織
づ
く
り
の
進
捗
に
つ

い
て　

②
防
災
行
政
無
線

の
利
用
の
多
様
化
に
つ
い

て　

③
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
つ
い
て
。

答
弁

総
務
課
長
他　

総
務
課
長
他　

①
自
主
防
災
組

①
自
主
防
災
組

織
は
織
は
2828
行
政
区
。
自
主
防

行
政
区
。
自
主
防

犯
組
織
は
１
１
０
３
名
が

犯
組
織
は
１
１
０
３
名
が

登
録　

②
放
送
目
的
や
必

登
録　

②
放
送
目
的
や
必

に
よ
り
、
介
護
保
険
給
付

に
よ
り
、
介
護
保
険
給
付

の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま

の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
住
民
参
加

す
。
そ
こ
で
、
住
民
参
加

の
健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト

の
健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、

ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、

地
域
の
介
護
力
強
化
が
必

地
域
の
介
護
力
強
化
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
所

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
所

管
だ
け
で
解
決
す
る
に
は

管
だ
け
で
解
決
す
る
に
は

大
き
な
問
題
で
す
の
で
、

大
き
な
問
題
で
す
の
で
、

町
と
し
て
各
課
と
協
議
し

町
と
し
て
各
課
と
協
議
し

て
研
究
し
て
み
た
い
と
思

て
研
究
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◎
ふ
る
さ
と
支
援
隊

セ
ス
道
路
の
４
車
線
化
を

セ
ス
道
路
の
４
車
線
化
を

求
め
て
い
き
ま
す　

②
河

求
め
て
い
き
ま
す　

②
河

川
改
修
を
進
め
ま
す
。
ま

川
改
修
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
有
事
の
際
に
孤
立
集

た
、
有
事
の
際
に
孤
立
集

落
が
出
な
い
よ
う
に
、
道

落
が
出
な
い
よ
う
に
、
道

路
を
維
持
管
理
し
ま
す　

路
を
維
持
管
理
し
ま
す　

③
周
知
徹
底
に
努
め
ま

③
周
知
徹
底
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
公
園
等
の
使

す
。
ま
た
、
公
園
等
の
使

用
に
関
し
て
検
討
課
題
と

用
に
関
し
て
検
討
課
題
と

し
ま
す
。

し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
主
的
に

歩
く
こ
と
で
偶
然
の
出
会

い
が
あ
る
。
こ
ん
な
社
会

整
備
の
計
画
を
国
で
は
推

進
し
て
い
る
が
、
町
で
は

ど
う
か
。

答
弁

健
康
増
進
課
長

健
康
増
進
課
長　　

ご
指
摘
の
と
お

ご
指
摘
の
と
お

り
推
移
し
、
同
時
に
ひ
と

り
推
移
し
、
同
時
に
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
増
加
が
考

者
の
み
の
世
帯
増
加
が
考

え
ら
れ
、
家
庭
内
介
護
力

え
ら
れ
、
家
庭
内
介
護
力

の
低
下
も
予
測
さ
れ
ま

の
低
下
も
予
測
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
高
齢
化
と
家

す
。
さ
ら
に
高
齢
化
と
家

族
に
よ
る
介
護
力
の
低
下

族
に
よ
る
介
護
力
の
低
下

質
問

防
災
意
識
の
向

上
と
有
事
の
際

の
備
え
と
い
う
観
点
か

ら
、
①
地
盤
災
害
の
予
防

と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
つ
い
て　

②
河
川

砂
防
及
び
治
山
施
設
の
安

全
化
に
つ
い
て　

③
27
ヵ

所
の
避
難
所
と
新
規
設
定

に
つ
い
て
。

答
弁

建
設
課
長
他　

建
設
課
長
他　

①
土
砂
災
害
防

①
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
き
周
知
を
図

止
法
に
基
づ
き
周
知
を
図

り
、
非
常
時
の
情
報
提
供

り
、
非
常
時
の
情
報
提
供

や
迅
速
な
避
難
体
制
を
構

や
迅
速
な
避
難
体
制
を
構

築
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク

築
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク

質
問

日
本
人
の
平
均

寿

命

は

男

性

79
・
44
歳
、
女
性
85
・
90

歳
で
あ
り
、
２
０
２
０
年

の
埼
玉
県
老
年
人
口
割
合

は
28
・
9
％
。
当
町
は

35
・
8
％
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
県
内
5
位
に
順
位

づ
け
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
見
据
え
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。
ま
た
、
栃
本
親

水
公
園
か
ら
延
び
る
遊
歩

道
が
仙
元
山
見
晴
ら
し
の

丘
公
園
を
結
び
、
さ
ら
に

兜
川
へ
と
分
岐
す
る
遊
歩

道
が
あ
っ
た
ら
、
皆
さ
ん

ど
れ
だ
け
歩
き
た
く
な
る

だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
歩
き

続
け
た
く
な
る
と
思
う
。

健康づくり

何をしてもまずは健康

防
災
対
策

町
民
の
皆
様
が
確
固
た
る
裏
づ
け
の
も
と
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

住民参加のネットワーク構築が必要です

島﨑隆夫議員

戸口　勝議員

要
性
、
効
果
を
十
分
検
討

要
性
、
効
果
を
十
分
検
討

し
た
上
で
放
送
し
ま
す　

し
た
上
で
放
送
し
ま
す　

③
町
が
設
置
す
る
こ
と
は

③
町
が
設
置
す
る
こ
と
は

地
域
住
民
の
要
望
や
心
情

地
域
住
民
の
要
望
や
心
情

に
配
慮
し
た
上
で
真
に
必

に
配
慮
し
た
上
で
真
に
必

要
な
場
合
の
み
で
あ
る
と

要
な
場
合
の
み
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

考
え
ま
す
。

質
問

空
き
家
対
策
に

つ
い
て
①
町
が

考
え
る
空
き
家
の
数
は　

②
苦
情
等
に
よ
り
、
こ
こ

２
年
で
講
じ
た
対
応
と
成

果
は　

③
今
後
の
対
応
策

は
。答

弁
環
境
保
全
課
長　

環
境
保
全
課
長　

空
き
家
の
定
義

空
き
家
の
定
義

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
水

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
水

道
の
休
止
件
数
は
２
０
３

道
の
休
止
件
数
は
２
０
３

０
件
で
す　

②
所
有
者
に

０
件
で
す　

②
所
有
者
に

対
し
て
文
書
や
口
頭
で
指

対
し
て
文
書
や
口
頭
で
指

導
や
助
言
を
し
、
２
年
間

導
や
助
言
を
し
、
２
年
間

で
６
件
の
解
決
を
し
ま
し

で
６
件
の
解
決
を
し
ま
し

た　

③
小
川
町
環
境
保
全

た　

③
小
川
町
環
境
保
全

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
対

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

応
し
て
い
き
ま
す
。

被害の想定を高く設定して
計画してほしいな

い
つ
や
る
か
？

　

い
ま
で
し
ょ
！

　最近、地域協同作業が非常に多く

の問題を抱えていると強く感じてい

ます。例えば、木部区では町のモデ

ル地区として、資源ごみの分別を立ち会

いで行なっています。しかし、町全体の盛り上がり

の欠如、地区の人々の加齢、冬の寒い朝の長い立ち

会いによる健康面への影響等を考えた場合、続行を

断念したいというのが私の考えです。

　道路愛護や河川清掃などについても、別の問題が

あります。本来やむを得ない事情により参加できな

い人の救済措置を逆手にとって、協力しない人も見

られますし、年老いた人が無理しているのではない

かという姿も見られます。神社等の祭事や寺の行事

等も、同様の問題点があるように思えます。

　ありふれたひとり言かも知れませんが、若者が老

人をいたわり、積極的に地域社会の協同作業に参加

してくれることを望みます。

　心をいやしてくれる桜並木。知る

人ぞ知る名所「仙覚律師遺跡」は、

隠しておきたくなるほど美しい桜吹

雪です。

　このあたり一帯は数年前に整備され、うっそうと

茂っていた木々がすっきりとし、名所と成り得る場

所に生まれ変わりました。

　大梅寺に向かう桜並木の道路にレンガを敷き詰め

れば、車も遠慮してゆっくりと通り、お花見ができ

る道になることでしょう。

　この地区のいいところは、風景ばかりではありま

せん。住民の方の温かさです。

　母は老人会を楽しみにしています。区長さんをは

じめ、何人かの退職された男性の方が世話役を買っ

て出て、いろいろ工夫をし会を盛りたててくれてい

るようです。さすが社会でもまれた男性陣は頼もし

い。先輩方を見ていると、第２の人生が楽しみでも

あります。

高齢化社会の地域協同作業に一考
木部　神

かん

田
だ

治
はる

雄
お

社会人から地域人へ
大塚三区　黒

くろ

羽
は

和
かず

子
こ

災害時医療拠点「日赤」を災害時医療拠点「日赤」を
　視察勉強してきました　視察勉強してきました

栃本親水公園から伸びる遊歩道栃本親水公園から伸びる遊歩道
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議会議会をを傍聴傍聴してみませんかしてみませんか

議会では町民の皆様の生活に直結した重要な問題

が審議されています。ぜひ傍聴にお越しください。

次回定例会の開会予定は次回定例会の開会予定は

ですです66月月44日（火）日（火）
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シリーズ　安全・安心の主役たち⑦議 員
記者クラブ

　現在の小川警察署駅前交番は、平成4年4月1日に開設されました。
勤務体制は、2人 1組で 24時間勤務の 3交代制、日中は、できる限
りだれかいられるよう、交番相談員２人の計 8人で行なっています。
普段は交番の大きな役割の１つとして、駅を中心とした小川町の中
心部を巡回パトロールし、犯人の検挙、犯罪の抑止力として大いに
活躍しています。
　また落し物や道案内を含め、犯罪のない、安全・安心のまちづく
りのために、住民の頼りになる交番を目指し、24時間体制で対応し
ています。今回小川駅前交番へ転勤後間もない警察官にインタビュー
させていただきました。

我が町我が町 再 発 見 鬼ヶ谷津 ホタルと花の散歩路
　鬼ヶ谷津は、みどりが丘から八和田へ抜け　鬼ヶ谷津は、みどりが丘から八和田へ抜け

る町のハイキングコースになっています。私る町のハイキングコースになっています。私

たちは数年前からこの谷津のホタルの保護たちは数年前からこの谷津のホタルの保護

や、休耕田に子供会と一緒にレンゲの種をや、休耕田に子供会と一緒にレンゲの種を

まいたりと、環境保護に取り組んでいます。まいたりと、環境保護に取り組んでいます。

　対象となる田んぼは１万 6,000 平方メー　対象となる田んぼは１万 6,000 平方メー

トルと広く大変ですが、地域の役員・ボラントルと広く大変ですが、地域の役員・ボラン

ティアの皆さんが、年に数回の草刈り・耕うんティアの皆さんが、年に数回の草刈り・耕うん

をし、管理しています。春はレンゲ、夏はホタル、秋は田んぼをし、管理しています。春はレンゲ、夏はホタル、秋は田んぼ

の土手に咲く彼岸花と、四季を通して楽しめる散歩路にしたいの土手に咲く彼岸花と、四季を通して楽しめる散歩路にしたい

と思っています。まだ道半ばですが、夢は膨らんでいます。と思っています。まだ道半ばですが、夢は膨らんでいます。

前高谷区長　前高谷区長　山山
やまやま

岸岸
ぎしぎし

幸幸
ゆきゆき

男男
おお

レンゲの種まき風景

編集後記 　例年に比べ、一足早く桜の開
花を迎えた今春。いよいよ花粉

症デビューをしてしまいました……。
　４月生まれということもあり、四季の中では春をこよ
なく愛していた私。こんなにも春の訪れが待ち遠しくな
い年も初めてでした。

　花粉症と編集作業に奮闘したこの議会報が、皆様のお
手元に届くころ、世間は連休の真っただ中。有意義かつ
充実したＧＷをお過ごしいただき、また明日への活力に
してください。

　編集委員　髙瀬　勉

嬉しかったことは

被害に遭った人への、その後のフォローに対し、お礼の
言葉をいただいたとき。　

辛かったことは（残念だったこと）

最善を尽くして駆けつけたにも関わらず、雪・台風・他
自然条件のために遅れてしまった際に「遅い、何をやっ
てるんだ」と言われ、理解を得られなかったとき。

驚いたことは

静かな町だと思っていたが、火災・死亡事故等、出来事

が多く、いろいろな人に接する機会が多いこと。

町民の皆様にメッセージ、伝えたいことがあり
ましたら

　いつどこで、事故・事件に遭うか分からないので、各
種ケースをシミュレーションして、そのときの対応の仕
方を家族で話し合っておいてほしいです。

【振込詐欺・交通事故時等、この機会に今すぐ家族で話
し合ってみてください】

担当：大戸久一
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